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●海岸状況調査①（舞鶴市湾外）

地域の現況および意見

　半島と入り江が続き、ポケット的に砂浜と漁村が点在する。また、広域的な冠島信仰も現在に継承
し、スダジイの巨木も近年発見された自然環境の豊かなエリアである。

海岸線及びその変化
・玉石混じりの海浜が広がる。（瀬崎漁港海岸）
・離岸堤を整備したが、開口部では侵食が進行している。（三浜漁港海岸）
・家屋に面した道路に向かって砂浜が形成されている。（小橋漁港海岸）

流入河川及び
海岸の漂砂機構

・漁村は、河口付近に形成されており、野原川、瀬崎川などが各漁村に流入している。

海岸保全施設による
保全状況

・護岸整備がされている。（瀬崎漁港海岸）
・離岸堤が整備されている。（瀬崎漁港海岸、三浜漁港海岸）

越波状況

・侵食が進行し、平成元年には風浪により海浜が決壊し、背後の民家および舟小屋が被害を受けた。
（三浜漁港海岸）
・冬期の越波により、路面に砂が堆積することがあり、砂の除去作業を地元で実施している。
（小橋漁港海岸、三浜漁港海岸、野原漁港海岸）

海岸保全施設による
防護状況

・離岸堤、潜堤を整備するなど侵食や高潮の対策を実施。

貴重な動植物の生息
・オオミズナギドリなどの海鳥、日本カモシカ、スダジイ巨木。（舞鶴市）
・魚付き林や大浦森林公園のイヌシデなど原生林や大きな植物群落がある。（舞鶴市）
・日本でも珍しいウラシマソウの群生がある。（三浜漁港海岸）

魚介類・藻類の分布 ・定置網漁を中心に、ぶり、あじ、いわし、イカなどの漁獲量が多い。（舞鶴市）

法規制区域の指定 ・若狭湾国定公園に指定

ゴミ発生状況
・不法投棄が多い。（舞鶴市）
・釣り客のマナーがとても悪く、ゴミを持ち帰らない。（舞鶴市）

海岸保全活動の状況 ・毎年７月にクリーンキャンペーンを実施している。（舞鶴市）

土地利用状況と
施設の配置

・人家および道路がある。（瀬崎漁港海岸、小橋漁港海岸、野原漁港海岸）
・人家および舟小屋がある。（三浜漁港海岸）

関連計画の有無
・環境美化条例（舞鶴市）
・観光基本計画、環境基本計画、緑の基本計画など（舞鶴市）

立地条件
・主要国道から40分程度の距離にある海岸が多い。
・集落と砂浜が近いため、生活空間の一部として海岸を利用している。

海岸へのアクセス ・砂浜の箇所は、海へはアクセスしやすい。

駐車場の設置 ・各海水浴場に地元の有料駐車場が整備されている。（舞鶴市）

海岸の利用状況
・海水浴場として利用されている。（小橋漁港海岸、三浜漁港海岸、野原漁港海岸）
・釣客が多い。（舞鶴市）

観光資源

・舞鶴市を代表する海水浴場であり、民宿も多い。
（小橋漁港海岸、三浜漁港海岸、野原漁港海岸）
・豊かな漁港であるとともに、良好な景観を有する海水浴場がある。
（小橋漁港海岸、三浜漁港海岸）
・天然の船揚場および海水浴場がある。（野原漁港海岸）
・穴観音、冠島とオオミズナギドリ、漁村風景（舞鶴市）

お祭り・イベント ・雄島まいり、小橋の精霊船、神崎地引き網体験（舞鶴市）

利便施設
その他の設置状況

・海水浴場には、トイレが設置されている。（小橋漁港海岸、三浜漁港海岸、野原漁港海岸）

・海についての活用願望が高い。
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●海岸状況調査②（舞鶴市湾内）

地域の現況および意見
　港内に幾つもの浮島が点在し、その眺望は近畿百景第一位である。また、海軍縁の地としての遺産
を多数残す港町エリアである。

海岸線及びその変化
・湾沿いを道路の走る区間が多く、護岸としての機能を持つ。
・ほとんど人工的な護岸整備がされている。

流入河川及び
海岸の漂砂機構

・伊佐津川、高野川、与保呂川、祖母谷川、志楽川、朝来川、河辺川、大丹生川などが流入してい
る。

海岸保全施設による
保全状況

・大半の海岸線に護岸が設置されている。（青井地区海岸、和田地区海岸、戸島地区海岸、大波地区
海岸、平地区海岸、佐波賀地区海岸）

越波状況 ・高潮にともなう浸水の被害が西地区を中心に見られる。（舞鶴市）

海岸保全施設による
防護状況

・護岸の老朽化がみられる。（青井地区海岸、和田地区海岸、戸島地区海岸、大波地区海岸、平地区
海岸、佐波賀地区海岸）

貴重な動植物の生息 ・湾沿いの道路には、桜並木が多い。

魚介類・藻類の分布
・ワカメ、サザエ、イワガキ、トリガイなど。（舞鶴市）
・湾内では、カキの養殖が盛んに行われている。（舞鶴市）

法規制区域の指定 ・若狭湾国定公園に指定

ゴミ発生状況
・ゴミが漂着している。（舞鶴市）
・不法投棄が多い。（舞鶴市）
・釣り客のマナーがとても悪く、ゴミを持ち帰らない。（舞鶴市）

海岸保全活動の状況

・湾内２ヶ所で、年１回ＣＯＤ、全窒素、リンの水質調査を実施している。（舞鶴市）
・湾内の清掃。特に藻場を漁協中心に実施。（舞鶴市）
・アダプトプログラム「環境美化里親制度」を実施しており、ライフセーバーグループが、２ヶ月に
１回浜辺の掃除を行っている。（前島埠頭）
・毎年７月にクリーンキャンペーンを実施している。（舞鶴市）

土地利用状況と
施設の配置

・人家および道路がある。（青井地区海岸、和田地区海岸、大波地区海岸、平地区海岸、佐波賀地区
海岸）
・キャンプ場、野外ステージ、青少年野外活動施設などがある。（戸島地区海岸）

関連計画の有無
・新しい舞鶴市総合計画、観光基本計画、環境基本計画、緑の基本計画、中心市街地活性化基本計画
など（舞鶴市）

立地条件
・東西に市街地をもつ
・東港は、海上自衛隊基地、フェリー港として主に利用される。
・西港は、商業港、漁港として主に利用される。

海岸へのアクセス
・護岸と道路が一体型の箇所が多い。
・湾内周辺には、自衛隊桟橋、引揚記念館、舞鶴港とれとれセンターがある。
・湾内定期船が運行しているため、桟橋がつくられている。

駐車場の設置
・東舞鶴に市営駐車場、市役所周辺、引揚記念館、舞鶴港とれとれセンターに集合駐車場がある。
（舞鶴市）

海岸の利用状況 ・養殖、釣り、遊覧船、フェリー、その他交通路など。（舞鶴市）

観光資源
・赤れんが倉庫群、引揚記念館、舞鶴自然文化園、自衛隊、舞鶴親海公園、クレインブリッジ、五
老ヶ岳、遊覧船、フェリー、舞鶴港とれとれセンター、吉田のしだれ桜（舞鶴市）

お祭り・イベント
・みなと舞鶴ちゃったまつり、赤煉瓦サマージャズイン舞鶴、まち遊びフェスティバル、まいづる魚
まつり、赤れんがフェスタ。（舞鶴市）

利便施設
その他の設置状況

・しおじプラザ、前島みなと公園、大野辺緑地、喜多緑地にトイレ設置。（舞鶴市）

・海についての活用願望が高い。
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●海岸状況調査③（舞鶴市～宮津市）

地域の現況および意見
　由良川の河口に位置し、美しい砂浜と松林があり、安寿と厨子王伝説の舞台となったエリアであ
る。

海岸線及びその変化
・海岸線は長く、湾曲をおびた砂浜で形成されている。（栗田漁港海岸）
・漂砂の減少傾向とともに波浪等によって、護岸前面の海浜が減少してきている。（栗田漁港海岸）
・離岸堤開口部の背後において、局部的に護岸基部まで侵食している。（神崎海岸）

流入河川及び
海岸の漂砂機構

・由良川の河口
・河口周辺であり漂砂堆積が複雑である。

海岸保全施設による
保全状況

・災害復旧により、直立式護岸を設置。（栗田漁港海岸）
・護岸工および離岸提の整備が進んでいる。（由良海岸、神崎海岸）

越波状況
・越波、しぶき等により民家、田畑等の被害がある。（栗田漁港海岸）
・過去に越波による被害が発生している。（神崎海岸）

海岸保全施設による
防護状況

・護岸および離岸堤が設置されているが、充分な機能を有していない。（由良海岸）
・離岸堤の沈下や散乱により機能が低下している。（由良海岸）

貴重な動植物の生息 ・ハマナスなど海浜植物の自生する箇所がある。

魚介類・藻類の分布 ・イカ、いわしなど

法規制区域の指定 ・若狭湾国定公園に指定

ゴミ発生状況

・由良川河口より離れた浜にゴミが目立つ（由良海岸、神崎海岸）
・夏の海水浴で利用している場所はゴミが多い。（宮津市）
・不法投棄が多い。（舞鶴市）
・釣り客のマナーがとても悪く、ゴミを持ち帰らない。（舞鶴市）

海岸保全活動の状況

・アダプトプログラム「環境美化里親制度」を実施しており、ライフセーバーグループが、２ヶ月に
１回浜辺の掃除を行っている。（神崎海岸）
・海岸清掃は、地区住民を中心に夏季で週１、２回程度実施している。（宮津市）
・年２回、市で一斉清掃を行っている。（宮津市）
・地球デザインスクールによる環境学習が盛んに行われている。（宮津市）
・毎年７月にクリーンキャンペーンを実施している。（舞鶴市）

土地利用状況と
施設の配置

・沿岸には、民家が密集している。（栗田漁港海岸）
・民家が隣接している。（由良海岸）

関連計画の有無

・丹後リゾート構想の重要地区である。（由良海岸）
・丹後リゾート構想の中で海洋性レクリエーションの場として重要地域に指定されている。（神崎海
岸）
・新しい舞鶴市総合計画
・第５次宮津市総合計画
・環境美化条例（舞鶴市）
・観光基本計画、環境基本計画、緑の基本計画など（舞鶴市）

立地条件 ・海岸沿いに道路があり、交通の便はよい。（栗田漁港海岸、由良海岸、神崎海岸）

海岸へのアクセス ・階段、スロープが設置されている。

駐車場の設置
・民間を中心に駐車場が整備されている。（由良海岸、神崎海岸、島陰漁港海岸）
・海水浴場によって駐車場の不足している所がある。（宮津市）

海岸の利用状況

・市内でも有数の海水浴場であり、レクリエーション・生活等に利用されている。（栗田漁港海岸）
・海水浴で賑わっている。（由良海岸、神崎海岸）
・釣客が多い。（神崎海岸）
・夏の誘客は多いが、海水浴離れもあり、イベントを多く実施している。（宮津市）

観光資源 ・関西有数の海水浴場がある。（由良海岸、神崎海岸）

お祭り・イベント ・由良観光祭（宮津市）

利便施設
その他の設置状況

・海水浴場には、トイレが設置されている。（神崎海岸）

・海についての活用願望が高い。（舞鶴市）
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●海岸状況調査④（宮津市～岩滝町～伊根町）

地域の現況および意見

　天橋立、伊根の舟屋と日本を代表する観光資源を有する。丹後地域を牽引する交流拠点エリアである。

海岸線及びその変化
・砂の移動が激しい。（浦島漁港海岸）
・砂の供給や護岸整備によるバランスが悪く特に侵食が激しい。（岩ヶ鼻漁港海岸）
・漂砂が到着しなくなり、砂浜が減少し、天橋立の存在が危ぶまれている。（天橋立海岸）

流入河川及び
海岸の漂砂機構

・沿岸漂砂を遮断する構造物が設置されている。（天橋立海岸）

海岸保全施設による
保全状況

・離岸堤および突堤の設置。（浦島漁港海岸）
・空石積による護岸整備。（大垣地区海岸）
・埋立に伴い、護岸整備が進められている。（島崎漁港海岸）
・護岸が設置されている。（波路地区海岸）
・離岸堤の整備を行ったが効果が薄い。（岩ヶ鼻漁港海岸）

越波状況
・波浪による洗掘で、高潮時には民家へ浸水している。（伊根漁港海岸）
・侵食のため、民家に被害を及ぼしている。（岩ヶ鼻漁港海岸）
・護岸の天端高が低いため、波浪による被害が発生している。（大垣地区海岸、波路地区海岸）

海岸保全施設による
防護状況

・空石積で概ね整備されているが、老朽化がみられる。（大垣地区海岸）
・護岸の老朽化がみられる。（波路地区海岸）
・昭和30年に設置された護岸の老朽化がみられる。（田井矢原地区海岸）

貴重な動植物の生息
・海鳥が多い。（伊根町）
・野鳥が多い。「コハクチョウは例年30羽前後飛来する」（岩滝町）
・「名松百選」として名高い、全長3.6kmで約8,000本の黒松。（天橋立）

魚介類・藻類の分布
・イカ、ぶり、あじ、さばなど。特に伊根ぶりは有名。（伊根町）
・基本的に漁業権を有していない。（岩滝町）
・定置網が中心で、あじ、さわら、かたくちいわしが多い。稚魚の放流は各漁協が毎年実施している。（宮津市）

法規制区域の指定 ・若狭湾国定公園に指定（宮津市の一部を除く）

ゴミ発生状況

・ゴミの漂着が多い。「南に行くほどゴミが少なくなる。」
・空き缶、プラスチック関係は日本の物も多い。（伊根町）
・野田川の上流からのゴミが多い。台風後は天橋立地区に非常に多くのゴミが漂着する。下水の流入による水質汚染が
みられ、ヘドロが発生している。（岩滝町）
・島陰、田井の漂着ゴミは少ないが、夏の海水浴で利用している場所はゴミが多い。（宮津市）

海岸保全活動の状況

・自治会による清掃を行っている。（伊根町）
・地元漁港が行っている。（カマヤ海岸）
・不法投棄を減らすための環境パトロールを週２回実施している。12品目の分別回収をしている。ＮＰＯ法人「丹後の
自然を守る会」などが活動している。自治会や区ごとにクリーンキャンペーンを実施している。町、シルバー人材セン
ターを中心に、海岸清掃を実施している。（岩滝町）
・海岸清掃は、地区住民を中心に夏季で週１、２回程度実施している。年２回、市で一斉清掃を行っている。地球デザ
インスクールによる環境学習が盛んに行われている。（宮津市）

土地利用状況と
施設の配置

・平坦地である。（浦島漁港海岸）
・背後は急峻な山に囲まれ前面は急深な海となり平地に乏しい。地盤が低く、人家が連なっている。（伊根漁港海岸）
・人家、旅館と若干の農地がある。（大垣地区海岸）
・市街地がある。（島崎漁港海岸）

関連計画の有無
・第４次伊根町振興計画。（伊根町）
・「まちを美しくする条例」。阿蘇シーサイドパーク計画。（岩滝町）
・第５次宮津市総合計画。緑の基本計画。（宮津市）

立地条件
・海岸線に国道178号が平行している。（大垣海岸）
・伊根湾は道路からのアクセスが多い。（伊根町）

海岸へのアクセス
・直立護岸であるため、アクセスがない状況である。（田井矢原地区海岸）
・阿蘇海を一周できるサイクリングロードを整備している。（岩滝町）

駐車場の設置
・舟屋の里公園と海水浴場に駐車場がある。（伊根町）
・阿蘇シーサイドパークに大型の駐車場を整備する予定。（岩滝町）
・海水浴場によって駐車場の不足している所がある。（宮津市）

海岸の利用状況

・釣客が多い。（伊根町）
・舟屋、海水浴場「本庄、泊など」（伊根町）
・サイクリングロードは、散歩、通学に利用されている。（岩滝町）
・阿蘇海の先に天橋立が一望できるため、「見て楽しむ」ことを軸に利用がされている。（岩滝町）
・海水浴客が多い（天橋立海岸）
・海水浴を中心に、カニ、温泉も釣客も比較的多い。（宮津市）
・夏の誘客は多いが、海水浴離れもあり、イベントを多く実施している。（宮津市）

観光資源

・伊根町で数少ない海水浴場。（浦島漁港海岸）
・日本三景として、松島、宮島と並び称される美しい景観がある。（天橋立海岸）
・天橋立に隣接しているため、美しい景観がある。（文殊海岸）
・天橋立の全景を眺望できる位置であるため、美しい景観がある。（田井矢原地区海岸）
・舟屋、遊覧船、舟屋の里公園、水の江里浦島公園、漁業、伝説・神社、温泉、風力発電。（伊根町）
・宿泊施設が少ない。（伊根町）
・クアハウス岩滝、大内峠一字観公園、阿蘇シーサイドパーク。（岩滝町）
・傘松公園、丹後魚っ知館、養老定置網・地引き網体験。（宮津市）

お祭り・イベント

・伊根祭、筒川祭、本庄祭。（伊根町）
・天橋立温泉まつり、岩滝まつり、納涼フェスティバル、大名行列。（岩滝町）
・天橋立「炎の架け橋」、文殊堂出船祭、金引の滝火祭、宮津燈篭流花火大会、丹後の宮津ﾋﾟﾝと祭り、宮津天橋立薪
能、天橋立寒中てんころ舟競争（宮津市）

利便施設
その他の設置状況

・観光拠点として、イベント、スポーツなど多目的緑地が計画されている。（文珠海岸）
・ヨットハーバー、青少年海洋センター、リゾートホテル等の施設がある。（田井矢原地区海岸）
・舟屋の里公園のリフレッシュ。（伊根町）
・ドライブインはしだて（岩滝町）
・田井海岸は駐車場が不足している。越浜海岸は、トイレなどを含めた整備強化を図りたい。（宮津市）

・トイレの不足による周辺環境の悪化が見られる、釣り客のマナーが悪い。（伊根町）
・地理的に離れているため、トイレなどの維持管理が難しい。（伊根町）
・海岸付近でのんびりできるスペースの希望が多い。「阿蘇シーサイドパークへ反映」（岩滝町）
・ハード整備、護岸の改修や壊れているところの補修などの要望が多い。（宮津市）
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●海岸状況調査⑤（京丹後市 丹後町～網野町）

地域の現況および意見
　立岩、屏風岩、丹後松島など岩礁の織りなす絶景と、カニ漁、定置網漁を中心とした漁業の生活文化
を今に残すノスタルジアあふれるエリアである。

海岸線及びその変化
・一部砂浜海岸で侵食がみられる。（浅茂川海岸、小間漁港海岸、久僧海岸、中浜漁港海岸）
・侵食で海岸中央部の砂が無くなることがある。（丹後町）

流入河川及び
海岸の漂砂機構

・吉野川、宇川、竹野川、福田川などが流入する
・大半がポケットビーチであり閉じた漂砂系と考えられる。

海岸保全施設による
保全状況

・人工リーフが設置されている。（後ヶ浜海岸）
・護岸が設置されている。（後ヶ浜海岸、中浜漁港海岸）
・離岸堤が設置されている。（中浜漁港海岸）

越波状況 ・侵食のため越波による被害が発生している。（浅茂川海岸、久僧海岸）

海岸保全施設による
防護状況

・侵食により消波機能が低下し、高波浪による護岸背後の崩壊が一部生じている。（後ヶ浜海岸）
・離岸堤が沈下している。（中浜漁港海岸）
・護岸の根固工に洗掘が生じている。（中浜漁港海岸）
・諸施設に被災の恐れがある。（中浜漁港海岸）

貴重な動植物の生息
・トウテイラン、ハマナスなどの海浜植物。（網野町）
・ハマゴボウ、ハマナスなどの海浜植物とウミネコ。（丹後町）

魚介類・藻類の分布
・カに、たちうお、イカ、カキ、サザエなど。（網野町）
・カニ、ウニ、岩のり、ジンバ、イカ、ニギスなど。（丹後町）

法規制区域の指定
・若狭湾国定公園に指定（浅茂川海岸より東側）
・山陰海岸国立公園に指定（浅茂川海岸より西側）

ゴミ発生状況
・中国、朝鮮、ロシアからの漂着ゴミが多い。（網野町）
・竹野川からのゴミが多い。（後ヶ浜海岸）
・宇川からゴミが漂着する。（丹後松島海岸）

海岸保全活動の状況

・ゴミの回収は観光協会を中心に行っている。（網野町）
・松枯れへの対応「伐採・消毒・樹幹注入など」（網野町）
・イベントでゴミが入場券という試みをしている。（琴引浜）
・小中学校で年に２回清掃をしている。（網野町）
・浜は、地元と観光協会、湾内は漁港が中心に活動をしている。（丹後町）

土地利用状況と
施設の配置

・背後が網野町の中心部で、人家、道路等がある。（浅茂川海岸）
・人家等が控えている。（小間漁港海岸）
・田畑や道路がある。（後ヶ浜海岸）
・道路、人家、田畑、防風林等がある。（久僧海岸）
・墓地が多くある。（中浜漁港海岸）

関連計画の有無

・コースタル・コミュニティ・ゾーン（ＣＣＺ）整備計画が認定されている。（浅茂川海岸）
・丹後リゾート構想の中で通年型レジャーの中核に位置付けられている。（浅茂川海岸）
・第４次総合計画（網野町、丹後町）
・まちづくり条例（網野町）
・海岸管理条例（琴引浜）

立地条件 ・府道が海岸沿いに走っている。（丹後町）

海岸へのアクセス ・丹後松島園地と後ヶ浜園地を中心にアプローチなどの整備している。（丹後町）

駐車場の設置
・地元の観光協会を中心に整備・管理している。（網野町）
・丹後松島園地と後ヶ浜園地を中心に整備している。（丹後町）

海岸の利用状況

・海水浴客が多い（後ヶ浜海岸、久僧海岸）
・海洋性レクリエーションの場として利用されている。（後ヶ浜海岸）
・夏は海水浴、アウトドアで、冬はカキ、カニで賑わっている。（網野町）
・夏以外はサーフィンで賑わっている。（網野町）
・釣り客は、漁港周辺の利用が多い。（網野町）
・温泉、カニ、キャンプ、景観の魅力で賑わっている。（丹後町）

観光資源

・山陰海岸国立公園、若狭湾国定公園に指定されている白砂青松の美しい海岸がある。（浅茂川海岸）
・丹後半島でも有数の海水浴場である。（浅茂川海岸）
・ＣＣＺ整備計画が認定され、丹後リゾート構想の中でも丹後地域の通年型レジャーの中核に位置付け
られている。（浅茂川海岸）
・良好な海岸景観がある。（小間漁港海岸）
・古くから白砂青松の風光明媚な海岸がある。（後ヶ浜海岸）
・誘客効果の高い海水浴場がある。（後ヶ浜海岸）
・若狭湾国定公園に指定されている美しい自然に恵まれた海岸がある。（久僧海岸）

お祭り・イベント
・水無月祭、鳴き砂はだしのコンサート、サーフィン大会（網野町）
・間人みなと祭、丹後100kmウルトラマラソン、てんきてんき村産業祭、丹後半島駅伝、斎宮初午祭
（丹後町）

利便施設
その他の設置状況

・ＣＣＺ整備計画が認定され、丹後地域の通年型レジャー施設の整備が予想される。（浅茂川海岸）
・トイレは海水浴場を中心に各２つ以上は設置している。（網野町）
・野営場など「高嶋園地・五ヶ年計画」（丹後町）
・観光体験型の市場整備など（間人漁港海岸）
・トイレはほぼ設置されている。（丹後町）

・砂浜の回復を前提とした保全対策が要望されている。（後ヶ浜海岸）
・サーフィンのマナーの悪さ、海からの漂着ゴミが多い。（網野町）
・釣客のゴミ問題、港にトイレがない。（丹後町）
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●海岸状況調査⑥（京丹後市 網野町～久美浜町）

地域の現況および意見
　白砂青松の小天橋を中心に美しい浜が点在する。また、久美浜湾内は、カキの養殖が盛んであり、入
り組んだ地形が織りなす美しい景観が形成されているエリアである。

海岸線及びその変化 ・外海側は年々侵食している。（久美浜海岸）

流入河川及び
海岸の漂砂機構

・外海の日本海と内海の久美浜湾が接続する、唯一の狭水路を形成している場所である。（大向地区海
岸）
・東西方向の漂砂がみられる（久美浜海岸）

海岸保全施設による
保全状況

・石積護岸が設置されている。（大向地区海岸）
・護岸が設置されている。（大明神河内地区海岸）
・人工リーフが設置されている。（久美浜海岸）

越波状況
・護岸天端高が低いこともあって波浪等により、道路等に対する被害がみられる。（大明神河内地区海
岸）
・侵食のため冬季風浪時には越波による侵食の被害が発生している。（久美浜海岸）

海岸保全施設による
防護状況

・護岸は明治中～後期に施工された石積護岸で老朽化がみられる。（大向地区海岸）
・護岸の老朽化が進んでおり、欠落している箇所がみられる。（大明神河内地区海岸）
・護岸はほぼ整備されているが、老朽化がみられる。（浦明神崎地区海岸）
・概ね整備されているが、老朽化がみられ、天端高が不足している。（湊宮葛野地区海岸）
・人工リーフが順次整備されているが、未整備箇所では砂浜浸食がみられる。（久美浜海岸）

貴重な動植物の生息
・トウテイラン、フウランなどの海浜植物。（久美浜町）
・トウテイラン、ハマナスなどの海浜植物。（網野町）

魚介類・藻類の分布
・カキ、カニ、ちぬ、ひらめ、こはだ、ワカメなど。（久美浜町）
・久美浜湾の水質悪化により、ナマコが減少している。（久美浜町）
・カキ、たちうお、イカ、カキ、サザエなど。（網野町）

法規制区域の指定 ・山陰海岸国立公園（海岸線全域）

ゴミ発生状況

・下水道整備の遅れもあり、久美浜湾の水質が悪化している。（久美浜町）
・農業廃棄物、特に稲刈り後のワラゴミが多く、ヘドロ化がみられる。（久美浜町）
・中国、朝鮮からの漂着ゴミは、小天橋を中心に多い。（久美浜町）
・中国、朝鮮、ロシアからの漂着ゴミが多い。（網野町）

海岸保全活動の状況

・ヒラメ、タイ、アワビなどの中間育成と放流（久美浜町）
・魚礁の設置、カキの養殖などの資源保護（久美浜町）
・湾内の水質保全「下水道整備」（久美浜町）
・ゴミの回収は観光協会を中心に行っている。（久美浜町、網野町）
・「クリーン久美浜推進協議会」という組織が美化活動をしている。（久美浜町）
・松枯れへの対応「伐採・消毒・樹幹注入など」（網野町）
・地元のグループが週１回清掃をしている。（浜詰海岸）
・小中学校で年に２回清掃をしている。（網野町）

土地利用状況と
施設の配置

・山林に挟まれた人家が密集している。（大向地区海岸）
・人家が密集しているほか、広い農地を抱えている。（浦明神崎地区海岸）
・狭い土地に民家が密集している。（湊宮葛野地区海岸）
・湊宮地先には物揚場等の港湾施設がある。（湊宮葛野地区海岸）
・道路、人家、田畑、防風林等がある。（久美浜海岸）

関連計画の有無
・第４次総合計画（久美浜町、網野町）
・まちづくり条例（久美浜町、網野町）

立地条件 ・府道湊宮葛野線が海岸沿いに走っている。（湊宮葛野地区海岸）

海岸へのアクセス
・砂浜海岸へは、階段やスロープが整備されている。（久美浜町）
・湾内では、親水性の護岸や休憩施設が整備されている。（久美浜町）

駐車場の設置
・民間の駐車場を中心に整備している。（久美浜町）
・地元の観光協会を中心に整備・管理している。（網野町）

海岸の利用状況

・海水浴で賑わっている。（湊宮葛野海岸）
・夏は海水浴、アウトドアで、冬はカキ、カニで賑わっている。（久美浜町、網野町）
・夏以外はサーフィンで賑わっている。（網野町）
・釣り客は、漁港周辺の利用が多い。（網野町）

観光資源
・日本海と久美浜湾、寺社仏閣、体験農業、兜山とアウトドアなど（久美浜町）
・八丁浜、浜詰海岸、温泉、丹後ちりめん、カニ（網野町）

お祭り・イベント
くみはま交流わ・わ・わまつり、久美浜カヌーフェスティバル、久美浜ドラゴンカヌー選手権大会、千
日会観光祭、久美浜湾一周駅伝競走大会、かき・魚まつり（久美浜町）
初午祭（網野町）

利便施設
その他の設置状況

・施設の老朽化がみられる。（久美浜海岸）
・トイレは、各海水浴場に１つは設置してある。今後下水道整備と合わせて整備。（久美浜町）
・トイレは海水浴場を中心に各２つ以上は設置している。（網野町）

・ゴミの回収希望、重油の流出問題、海岸侵食への要望（特に小天橋）、キャンプのゴミのマナーが悪
い。など（久美浜町）
・サーフィンのマナーの悪さ、海からの漂着ゴミが多い。（網野町）
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